
 議事概要 
第 7 回 AP-BON ウェブセミナー 

 
１．日時：2021 年 5 月 27 日 
     15:00-17:00（日本時間） 
 
２．場所及び参加者 
場 所：Webex ミーティングルーム（オンライン） 
参加者：9 ヵ国から 39 名（うち参加者 35 名、事務局から 4 名） 
司会者：Dr. Yongyut (Kasetsart University) 
 
３．アジェンダ 
オープニングセッション：APBON 事務局 （環境省生物多様性センター・根上） 
・開会挨拶 
・各参加者が本セミナーに参加したことを歓迎 
・会議の際の注意事項及びアジェンダの提示 
・司会者の紹介 
 
発表１： 鹿野 雄一（九州大学）、竹内 やよい（国立環境研究所） 

“Development of the graphical user-friendly database on plant diversity of  
Monsoon Asia “floraZia” ” 

 
発表内容 
鹿野氏と竹内氏は、モンスーンアジアの淡水種の多様性に関するデータベース「ffish.asiaa」
をベースに、「 ffish.aisa」と同様の構造を持つ、現在進行中の植物データベース

「FloraZia.com」を紹介した。このデータベースは、APBON メンバーが調査したモンスー

ンアジアの植物相の「未発表」データを大量に公開することを目的とし、当初は 307 件の

テストデータが入力された。floraZia には、出現データ、フィールド写真、標本写真、3D モ

デル、科学論文、DNA シーケンスが含まれており、GBIF、DDBJ などの既存のデータベ

ースにリンクされている。floraZia のシステム開発がほぼ完了したことから、カンボジア、

ベトナム、ラオス、サラワクの一部（ウルアナップ）を対象とした将来計画が紹介された。

また、実際の現場でのデモンストレーションも行われ、ユーティリティも紹介された。 
竹内氏は、APBON は多くのフィールドデータを保有しており、デジタル化は多くの国や

APBON の活動において最優先課題の一つであると付け加えた。また、APBON をベースと

したコラボレーションのために、データを公開することは非常に良い機会となることも付



け加えた。   
 
質疑応答 
 
質問：各科・属・種のキーは用意されているのか。 
回答：キーは用意されていないが、私たち、若しくは当該分野に詳しい方ができる機能性は

十分あると考えられる。 
 
質問：推定値を使ってデータをキュレーションすることは可能か。例えば、タイのある県 

を調べたい場合、それは可能か。 
回答：この問題については、後ほど詳しくお話しできればと思う。データセットを提供し 

ていただけると大変助かる。 
 
質問：データベースは Darwin core フォーマットを使用しているのか。 
回答：正確に言うとは、Darwin core フォーマットと異なるが、Darwin core フォーマット 

を通して変更したものである。 
 

質問：この開発に参加したいメンバー国がある場合、どのようなデータが必要になるのか。 
回答：どのようなデータでも構わない。矢原先生のチームは、通常 1 つのエリアでトラン 

セクト調査を行うが、その方法は、植物のトランセクトでコミュニティ全体を調査す

るという非常に包括的なものである。出現率のデータを取り、時には植物の大きさも

測る。また、写真を撮ったり、シークエンスを行ったりもする。もし、部分的なデー

タセットしかない場合でも問題ない。 
 
 
発表２： Dr. Asanee Kawtrakul (Kasetsart University)  

“TH-BIF: Moving Forward to an Open Platform for Collecting Biodiversity Data  
for Open Innovation” 

 
発表内容 
Kawtrakul 氏は、2018 年の TH-BIF 開発について簡単に紹介を行った。TH-BIF のコンセ

プトは、植物、動物、微生物、二項命名法、侵入種、タイの絶滅危惧種の状況などのデータ

保存を改善するシステムを設計することで、データ共有とサービスイノベーションのため

のプラットフォームを提供することである。また、研究・イノベーションノード、遺伝子バ

ンクノード、空間データノードなどの他の情報ノードとリンクするゲートウェイとのやり

とりも含まれている。また、タイの農業研究、生物多様性研究、国立研究センターとの連携



も含まれている。また、TH-BIF のネットワークは GBIF のレッドリストにまで拡大してお

り、現在はステークホルダーの意識に基づいて、プラットフォームのオープン化とデータの

オープン化を進めていることが紹介された。また、TH-BIF の将来として、伝統医薬とのネ

ットワーク化や情報共有プラットフォームなど、構造やシステムをさらに発展させていく

ことが紹介された。 
 
質疑応答 
 
質問：遺伝子情報やワシントン条約に登録されている生物の情報を共有するポリシーはあ

るのか。 
回答：はい。これは、ONEP（Office of Natural Resources Environmental Policy and 

Planning）の組織で進行中のプロセスであり、すでに ONEP には、データ共有ポリ

シーを含むデータガバナンスを担当する委員会がある。 
 
質問： TH-BIF が垂直・水平方向の相互運用性を確保し、データの品質を確保しているこ

とを高く評価する。TH-BIF とタイの生物多様性クリアリングハウス機構との間に

は、何か関連性があるのか。 
回答：ONEP からは歓迎されていると思う。なぜなら、データの検証は非常に重要であり、 

また、データをきれいにするために、より多くの専門家に貢献してもらう必要があり、

大変な作業でもあるからである。 
 
質問：データ収集の戦略として、既存のデータを収集するだけでなく、新たに現地調査でデ

ータを収集することもあるのか。 
回答：データガバナンス委員会に基づき、多くのデータセットがあるので、どのデータの 

部分を選択するかという手順になっている。また、データ所有者からは、どのデー 
タを数段階のアクセシビリティで公開するかについて、近日中に連絡があると思う 
ので、オープンデータについてのコンセンサスを得るためのプロセスにあると思う。 

 
質問：API プラットフォームはすぐに公開されるのか。 
回答：IUCN と GBIF の API を使用しているが、API については TH-BIF メンバーの 21

団体に公開・発表してある。連携ネットワークが増えれば、どんどん公開されていく

と思う。これは ONEP が担当することになると思う。 
 
質問：タイでは約 100 年前から種のデータが収集されている。このプロジェクトの開発の

3 年前から、我々の同僚や専門家は、疑問点となるいくつかの要因を検討しており、

その要因がこのプロジェクトの障壁となっている。それについて成功経験と、期待す



ることについて見解を聞きたい。 
回答：最初の年から、データ共有のための考え方をオープンにするために、このプラットフ

ォームを伝え、普及させることはとても大変なことであった。まず、TH-BIF のプラッ

トフォームが誰でもログインできることをアピールしたこと。データの中には国レベ

ルのものもあるので、少なくとも国はタイに何種の生物がいるのかを知る必要がある。

天然資源・環境政策・計画局の主な目的は保全、復元であり、組織の一つである BEDO
（生物多様性に基づく経済開発局）とも連携している。彼らは、生物多様性をいかに経

済に活用するかに注力している。 
2 年目は、データセキュリティと信頼性の高いプラットフォームについて多くの議論を

行った。データセキュリティについては、国レベルでの開発であるため、いくつかのレ

ベルのアクセス権があった。そのため、オープンアクセスではなく、どのレベルのアク

セス権を維持したいかを明確にする必要があった。また、政策や計画を支援するための

研究の優先順位を設定するためにオープンにしたい部分がいくつかあり、特に保全と

復元のためのものである。このような考えに基づいて、私たちはツールを提供し、一緒

に作業を進めた。一方で、この仕事の難しいところは、多くの知識がまだ論文に残って

いることである。 
そのため、それらのデータをどのように入力するかは、多くの作業が必要となるという

こと。以上、ご質問の答えになっていれば幸いである。 
 
質問：生物多様性データベースがバイオエコノミーに貢献しているというお話があったが、

タイの政策についても同様である。また、データが戦略に利用された例として、もし

利用されていないのであれば、どのような戦略が考えられるのか。 
回答：まず、TH-BIF は単に生物多様性のデータを収集するだけではなく、それらのデータ

をどのように活用するかという知恵や地域の知識と結びつけ、コミュニティレベル

と協力して、あらゆる生物多様性情報の価値を知ってもらおうとしている。私たちに

は生物多様性データ開発室があるので、彼らは研究者と何度も話し合い、その価値を

高めている。 
このように、データを活用してコミュニティに収入をもたらすだけでなく、自然保護

についても知ってもらう必要がある。また、多くの大学が修復に関する研究を行うた

めに参加している。要するに、復元、保全、活用が一体となっていること。これは、

コミュニティが自分たちの資産を活用するためのマネージドサービスを提供するた

めに、どのように統合するかということの一部だと思う。だからこそ、コミュニティ

の人々によるクラウドソーシングのデータを開発し、資産の価値を知ってもらい、そ

の資産から価値を生み出すための知識をリンクさせる必要があったのだと思われる。  
 
質問：このデータベースのために、コンピュータのドメインやコンピュータのシステムを詳



しく説明してほしい。 
回答：データの所有者、データの利用者、アカデミーの間で協力して技術を向上させ、保全

や修復のための戦略的計画や、地域経済のためのデータ利用など、それらのデータを

進めて活用する必要がある。 
これはノンストップのプロジェクトであり、組織がパートナーやユーザーに、データ

にどのような価値を持たせることができるかをアピールできれば、データは徐々に

増えていくと思う。そこで、生物多様性のデータを電磁化するという重要な作業を行

った。 
 
 
APBON 委員会のマネジメントと今後の活動についての議論（村岡先生） 
(1)APBON ウェブセミナーのアンケート結果 
・2020 年 APBON ウェブセミナーのアンケート結果が共有された。 

 
 
・良い点、悪い点、その他の意見など、参加者からの非常に有益なコメントが共有された。 

 
・今後の APBON ウェビナーについて、いくつかのトピックやアイデアが共有された。 



 

 
 
(2) APBON 委員会のマネジメントについて 
・APBON の活動を促進するために、この委員会の機能を再活性化することが議論され、委

員会の手続き規則（規約案）が作成された。 
・委員会の規約案について、委員からの肯定的な意見が以下のように共有された。 
・この規約に対する皆様のご意見、ご感想は、オンライン、オフラインの両方で大歓迎であ

る。 

 
(3)Mangal 氏からの情報共有 
・ネパール西部のバルディア国立公園でパンデミック期間中の現在起きている問題につい

て共有された。 
・このバルディア国立公園に隔離センターを作ることの問題点が指摘されたが、これはもっ

と多くの人に知って頂き、議論すべきことである。 
・また、Mangal 氏は、この問題はネパールだけではなく、バングラデシュなど他の国で 



も起きていることを強調した。このような問題は、今後の APBON のウェビナーや活動

の中で議論されるべきだと述べた。 
 
(4)Sheila 氏からの退職ご挨拶 
今回のウェブセミナーの最後に、ACB を退職する Sheila 氏より皆様への感謝及び今までの

活動についての皆様にご協力、及び今後の活動への希望について簡単なスピーチが行われ

た。 
 
集合写真 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


